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背景とねらい： 
農産物のホメオスタシス維持機能として、生体内異物（体にできる不要物）の排除を

促進させることで、疾患を予防する効果について検討しました。玄米、麦、ソバなどに

多く含まれるリポポリサッカライド(LPS)の中でも、食経験があり安全性が高いパントエ

ア菌由来の LPS を経口摂取させました。それにより食細胞の異物排除能が亢進すること

を明らかにしました。また、認知症、動脈硬化、高血圧モデル動物に対して高い疾患の

発症予防効果が見出されました。 

 
特長と効果： 
玄米などの未精製穀物などに LPSは多く含まれています(参考文献(1))。この LPSは植

物共生グラム陰性細菌に由来し、多くの農産物に存在している成分です。 

特に植物に多く存在するパントエア菌由来の LPS を経口摂取させることで、マウス腹

腔の食細胞の貪食能が亢進しました(図 1、参考文献(2))。 

アルツハイマー病モデル（SAM-P8）マウスに高脂肪食を摂取（認知症促進）させ、モリ

ス水迷路試験で認知機能を評価

したところ、パントエア菌 LPS

を経口摂取させると認知機能低

下が防げ、脳内アミロイドβの

蓄積が低下し(図 2)、酸化ストレ

スが低減しました（参考文献

(3))。 

動脈硬化モデル(ApoE欠損)マ

ウスに高脂肪食を摂取させて動

脈硬化巣を評価したところ、パ

ントエア菌 LPS の経口摂取によ

り有意な抑制効果が観察されま

した(参考文献(4))。 

高血圧自然発症 SHL ラット

に食塩水を摂取させて高血圧

症を誘導したところ、パントエ

ア菌 LPS の経口摂取により高

血圧症が低下することが観察

されました(論文投稿中)。 

図 1. パントエア菌 LPS経口摂取による腹腔食細胞貪食能亢進 

パントエア菌 LPSをマウスに一週間飲水摂取させた後に、腹腔細

胞を回収しました。抗体磁気ビーズを用いて CD11b陽性細胞を回

収し、蛍光ラテックスビーズを貪食させ FACS で解析しました。

LPS受容体欠損マウス(C3H/HeJ)は効果が見られませんでした。 

 

 

 

社会実装の対象と可能性： 
農産物の共生細菌であるグラム陰性菌に由来する LPSは栽培方法、時期などによって

含量が大きく異なります。LPSを多く含む農産物の製造を開発することができれば、生

活習慣病予防機能を持つ農産物としての開発も期待されます。 
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図 2.パントエア菌 LPS経口摂取によ

る認知機能維持とアミロイドβ産生

抑制 

SAM-P8マウスに高脂肪食を摂取させ

て 18週間飼育した後、モリス水迷路

試験により認知機能を評価しまし

た。高脂肪食により有意に学習機能

が低下しましたが、LPSの経口摂取に

より学習機能が維持されていまし

た。また、脳内の不溶性のアミロイド

β(42)量は高脂肪食で有意に増加し

ましたが、LPS摂取で抑制されていま

した。 

図 3 .パントエア菌 LPS 経口摂取に

よる動脈硬化症マウスモデルの抑制 

ApoE 欠損マウスに高脂肪食を摂取さ

せて 15週間飼育した後、大動脈を単

離し、オイルレッド染色（動脈硬化部

位）の面積を算出しました。LPSを飲

水摂取させたマウスは動脈硬化部位

が減少していました。 
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